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鹿児島市立桜丘中学校

令和５年１０月２３日

第７号
「良い面・悪い面」

校長 上久保大介

校長室にいると、様々な音が聞こえてきます。昼休み時間は校庭で遊ぶ生徒たちの

元気な声。天井からは上の階で動き回る生徒の足音。階段の方からは大きな声。ただ

し、廊下や階段は静かに移動してもらいたいので、時々階段まで行ってにらみつける

ようにしています。生徒たちは様々な表情を見せます。時には素直に、時には無邪気

に、時には反抗的に。

さて、そのような生徒の様々な様子の中から、校長室の掃除の２年生女子３人と、

廊下にあるほこりまみれのトロフィーを

磨いたときの会話を紹介します。

磨き終わった後、輝いているトロフィーを見ていたＡさんがつぶやきました。
Ａさん：「きれい。」 すかさず私が言いました。「僕が？」すると振り向いて、
Ａさん：「いえっ･･･あっ、いえ･･･『いえ』じゃなくて…」

Ｂさん：「『いえっ』って あはは…」 Ａさん：「あわわわ…」

私「わかってるよ。トロフィーでしょ。」 Ａさん：「はい。」

Ｃさん：「あははは…」

Ａさんは「いえ、（きれいなのは）トロフィーのことです。」と言いたかったのだと思

いますが、「いえ」と言うと「校長先生は『きれいじゃない』ということになってし

まう」と思い、慌てたのでしょう。ＢさんもＣさんもそのことが分かっていて、笑い

合ったという和やかな時間でした。この子たちは私がいないときも、四つん這いで床

にぞうきんがけをしてくれています。

昨年度の後期の校長室掃除の３人もよく頑張ってくれました。そのうちの１人は男

子でしたが、２年生でありながら、ソファーを１人で持ち上げられるぐらいの力持ち

でした。でも、話をすると、とても素直で優しい人でした。

また、体育大会前に私が草刈りをしていると、多くの生徒達が「手伝いましょうか。」

と声をかけてくれました。私はとても助かり本当に嬉しかったです。他の先生にも「荷

物を持ちましょうか。」と声をかける生徒が多いのが、桜丘中学校です。

でも、その反面、悪口を言ったり、冷やかしたり、からかったり、肩パンチをした

り、奇声を発したりなど、好ましくない言動で注意を受ける生徒もいます。家での言

動と学校での言動が違うこともたくさんあります。同じ生徒が昨日は褒められたのに、

今日は叱られることもあります。大人でも場所によって違う一面を持ってることがあ

りますよね。中学生ならなおさらです。この子達が、善悪を正しく判断し、正しく行

動できる大人になれるよう、私たち大人が頑張っていきましょう。

体育大会は本当によく頑張りました。今は、文化祭に向けて生徒も先生も頑張って

います。


